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い
わ
ゆ
る
唐
代
古
文
の
形
成
に
お
い
て
、
韓
愈
と
柳
宗
元
の
二
人

が
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
し
か
し
韓
愈
が

そ
の
後
半
生
は
概
ね
中
央
で
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
の
と
比
べ
る
と
、

柳
宗
元
は
左
遷
さ
れ
た
ま
ま
一
生
を
終
え
た
孤
高
の
存
在
で
あ
っ
て
、

後
世
に
お
け
る
影
響
力
も
、「
文
革
」
の
一
時
期
な
ど
は
例
外
と
し

て
、
圧
倒
的
に
韓
愈
の
方
が
大
き
か
っ
た
。

　

後
世
の
人
々
、
と
り
わ
け
日
本
人
が
韓
・
柳
の
文
章
を
ど
の
よ
う

に
読
ん
で
き
た
か
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
別
集
よ
り
は
総
集
、
す
な

わ
ち
主
要
な
作
品
を
抜
粋
し
た
選
集
に
よ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
書
物
の
う
ち
、
今
日
に
至
る
ま
で
普
及
し
て
い
る
も
の
に

は
、
南
宋
・
謝
枋
得
の
『
文
章
軌
範
』、
元
・
黄
堅
の
『
古
文
真
宝

後
集
』、
清
・
沈
徳
潜
の
『
唐
宋
八
家
文
読
本
（
唐
宋
八
大
家
文
読

本
）』
な
ど
が
あ
り
、「
漢
文
大
系
」「
漢
籍
国
字
解
全
書
」「
国
訳
漢

文
大
成
」「
新
釈
漢
文
大
系
」
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
現
代
で
も
手
軽

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
『
文
章
軌
範
』
に
は
韓
愈
三
十

二
篇
、
柳
宗
元
四
篇
、『
古
文
真
宝
後
集
』
に
は
韓
愈
十
三
篇
、
柳

宗
元
三
篇
、『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
に
は
韓
愈
九
十
四
篇
、
柳
宗
元

四
十
九
篇
が
選
ば
れ
、
こ
う
し
た
数
の
上
で
も
韓
愈
優
勢
で
あ
る
こ

と
が
見
て
と
れ
る
。

　

韓
愈
に
関
し
て
は
清
水
茂
訳
『
韓
愈　

Ⅰ
・
Ⅱ
』（
筑
摩
書
房
・
世

界
古
典
文
学
全
集
、
一
九
八
六
・
八
七
年
）
が
出
て
、
外
集
や
「
順
宗

実
録
」
を
除
く
す
べ
て
の
散
文
作
品
に
対
す
る
現
代
語
訳
が
提
供
さ

れ
た
。
柳
宗
元
の
場
合
、
清
水
茂
『
唐
宋
八
家
文　

上
』（
朝
日
新
聞

社
・
新
訂
中
国
古
典
選
、
一
九
六
六
年
）、
筧
文
生
『
韓
愈　

柳
宗
元
』

（
筑
摩
書
房
・
中
国
詩
文
選
、
一
九
七
三
年
）、
横
山
伊
勢
雄
『
唐
宋
八

家
文　

上
』（
学
習
研
究
社
・
中
国
の
古
典
、
一
九
八
二
年
）、
筧
文
生

『
唐
宋
八
家
文
』（
角
川
書
店
・
鑑
賞
中
国
の
古
典
、
一
九
八
九
年
）
な

書　
　

評

竹
田
晃
編

『
柳
宗
元
古
文
注
釈
─
─
説
・
伝
・
騒
・
弔
─
─
』

谷　

 

口　

 　
　

 

匡

京
都
教
育
大
学
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ど
に
、
上
記
の
総
集
と
は
別
の
観
点
で
散
文
が
選
ば
れ
て
い
る
が
、

書
名
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
柳
宗
元
単
独
の
書
物
で
な
い
こ
と
も
あ
っ

て
、
そ
の
作
品
数
は
僅
か
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
今
な
お
日
本
で
は
柳
宗
元
の
散
文
作
品
の
一
々
に
つ

い
て
解
説
を
施
し
た
書
物
が
け
っ
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
中
、
そ

う
し
た
長
年
の
渇
望
を
癒
す
か
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
本
書
で

あ
る
。
以
下
に
構
成
と
執
筆
者
（
敬
称
略
）
を
示
す
。

　

は
じ
め
に
（
竹
田
晃
）

　

柳
文
「
説
」「
伝
」「
騒
」「
弔
文
」
概
説
（
黒
田
真
美
子
）

　

訳
注
篇

凡
例
／
底
本
に
つ
い
て
（
遠
藤
星
希
）

一　

説
／
天
説
（
遠
藤
星
希
）、
鶻
説
（
山
崎
藍
）、
祀
朝
日
説

（
高
芝
麻
子
）、
捕
蛇
者
説
（
梶
村
永
）、
福惜
説
（
福
田
素
子
）、
乗

桴
説
（
周
重
雷
）、
説
車
贈
楊
誨
之
（
遠
藤
星
希
）、
謫
龍
説
（
福

田
素
子
）、
復
呉
子
松
説
（
高
芝
麻
子
）、
羆
説
（
山
崎
藍
）、
観
八

駿
図
説
（
周
重
雷
）

二　

伝
／
宋
清
伝
（
大
野
公
賀
）、
種
樹
郭
橐
駝
伝
（
高
芝
麻
子
）、

童
区
寄
伝
（
田
中
智
行
）、
梓
人
伝
（
周
重
雷
）、
李
赤
伝
（
山
崎

藍
）、
蝜
蝂
伝
（
大
村
和
人
）

三　

騒
／
乞
巧
文
（
山
崎
藍
）、
罵
尸
蟲
文
（
相
野
谷
智
之
）、
斬

曲
几
文
（
溝
部
良
恵
）、
宥
蝮
蛇
文
・
憎
王
孫
文
（
高
芝
麻
子
）、

逐
畢
方
文
（
相
野
谷
智
之
）、
辨
伏
神
文
（
遠
藤
星
希
）、
愬
螭
文

（
上
原
究
一
）、
哀
溺
文
（
溝
部
良
恵
）、
招
海
賈
文
（
上
原
究

一
・
高
芝
麻
子
）

四　

弔
／
弔
萇
弘
文
（
田
中
智
行
）、
弔
屈
原
文
・
弔
楽
毅
文

（
福
田
素
子
）

参
考
文
献

　

附
録一　

関
係
資
料
注
釈
／
『
旧
唐
書
』・『
新
唐
書
』
柳
宗
元
伝

（
詹
満
江
）、
劉
禹
錫
「
祭
柳
員
外
文
」（
市
川
桃
子
）

二　

柳
宗
元
の
版
本
に
つ
い
て
（
遠
藤
星
希
）

三　

訓
読
一
般
お
よ
び
柳
文
の
訓
読
に
つ
い
て
（
古
田
島
洋
介
）

四　

柳
宗
元
年
譜
（
福
田
素
子
）

　

あ
と
が
き
（
竹
田
晃
）
／
索
引
／
執
筆
者
紹
介
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本
書
に
選
ば
れ
た
柳
宗
元
の
散
文
は
三
十
篇
で
あ
り
、
副
題
に
あ

る
よ
う
に
そ
れ
ら
は
「
説
」「
伝
」「
騒
」「
弔
」
の
四
つ
の
ジ
ャ
ン

ル
（
文
体
）
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
お
こ
う
。
本
書
中

に
は
な
ぜ
こ
の
四
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
か
に
関
し
て
言
及
が
な
い
が
、

本
書
が
底
本
と
す
る
百
家
注
本
（
後
述
）
を
は
じ
め
と
し
て
通
行
す
る

柳
宗
元
の
別
集
で
は
巻
十
六
の
最
初
か
ら
巻
十
九
の
途
中
ま
で
に
あ

た
る
。
ま
た
そ
の
内
訳
は
「
説
」
十
一
篇
、「
伝
」
六
篇
、「
騒
」
十

篇
、「
弔
」
三
篇
で
あ
る
。
一
方
、
従
来
、
上
記
の
総
集
に
採
ら
れ
て

き
た
柳
宗
元
作
品
は
、『
文
章
軌
範
』
で
は
「
弁
」「
書
」「
議
」「
序
」

各
一
篇
、『
古
文
真
宝
後
集
』
で
は
「
序
」「
伝
」「
弁
」
各
一
篇
、

『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
で
は
「
記
」
二
十
篇
、「
序
」
七
篇
、「
書
」

「
伝
」
各
四
篇
、「
議
」「
説
」「
碣
」「
墓
表
」
各
二
篇
、「
表
」「
弁
」

「
碑
」「
論
」「
銘
」「
行
状
」
各
一
篇
で
あ
り
、『
文
章
軌
範
』
と

『
古
文
真
宝
後
集
』
の
作
品
は
す
べ
て
『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
に
も

選
ば
れ
て
い
る
。『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
で
は
「
記
」
の
ジ
ャ
ン
ル

が
群
を
抜
い
て
多
い
の
が
目
を
引
き
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
「
永
州

八
記
」
に
代
表
さ
れ
る
山
水
遊
記
は
そ
の
後
の
選
集
で
も
収
め
ら
れ

る
傾
向
が
強
い
。

　

本
書
は
こ
の
「
記
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
選
ば
ず
に
「
説
」「
伝
」

「
騒
」「
弔
」
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
中
で
従
来
比
較
的
よ
く
読
ま

れ
て
き
た
の
は
「
伝
」
で
あ
り
、『
唐
宋
八
家
文
読
本
』
で
も
「
梓

人
伝
」「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」「
宋
清
伝
」「
童
区
寄
伝
」
の
四
篇
を
収

録
す
る
。
し
か
し
そ
の
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は
、「
説
」
は
「
捕
蛇
者

説
」「
天
説
」
を
除
け
ば
殆
ど
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、『
楚
辞
』
の
流
れ

を
汲
む
「
騷
」「
弔
」
に
関
し
て
は
、
屈
原
に
影
響
を
受
け
る
歴
代

の
諸
作
品
を
集
め
た
朱
熹
の
『
楚
辞
後
語
』
に
六
篇
が
選
ば
れ
、

「
漢
文
大
系
」「
漢
籍
国
字
解
全
書
」
等
の
『
楚
辞
』
に
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
後
は
清
水
茂
『
唐
宋
八
家
文　

上
』
に
「
憎
王

孫
文
」
が
収
め
ら
れ
る
程
度
で
、
詳
し
い
訳
注
が
施
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。「
騒
」「
弔
」
の
二
ジ
ャ
ン
ル
は
厳
密
に
は
「
古
文
」
で

は
な
い
が
、「『
柳
宗
元
古
文
研
究
』
の
一
環
と
し
て
会
読
の
対
象
と

し
て
選
ん
だ
」（「
ま
え
が
き
」）
と
い
う
。「
古
文
」
の
定
義
を
ど
う

考
え
る
か
は
措
く
と
し
て
、『
楚
辞
』
を
意
識
し
た
美
文
調
の
難
解

な
韻
文
で
あ
る
「
騒
」「
弔
」
に
一
応
の
通
解
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
今
後
の
柳
宗
元
研
究
の
進
展
に
大
き
な
意
義
を
有
し
よ
う
。

　

「
説
」
や
「
伝
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
た
も
の
も
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含
め
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
品
に
訳
注
が
施
さ
れ
た
（
但
し
外
集
に
収

め
る
「
劉
叟
伝
」「
河
間
伝
」
は
除
く
）。
こ
の
こ
と
は
唐
代
古
文
へ
の

視
点
を
個
々
の
作
品
解
釈
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
論
へ
と
広
げ
る
契
機
と
な

る
だ
ろ
う
。
唐
代
に
お
け
る
古
文
の
誕
生
は
、
単
に
形
式
の
上
で
騈

文
か
ら
転
換
し
た
の
で
は
な
く
、
個
々
の
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
内
容

上
の
変
化
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
や
は
り
韓
・
柳
で
あ
っ
た
。

中
で
も
「
説
」「
伝
」
に
は
そ
れ
が
顕
著
に
窺
え
る
。

　

以
上
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
本
書
で
「
説
」「
伝
」「
騒
」「
弔
」
の

四
ジ
ャ
ン
ル
が
訳
注
の
対
象
に
選
ば
れ
た
の
は
、
柳
宗
元
散
文
研
究

の
上
で
少
な
か
ら
ず
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
に
は
す
で
に
下
定
雅
弘
氏
に
よ
る
簡
に
し
て
要
を
得
た
書
評

が
あ
る
（『
東
方
』
四
〇
三
号
、
二
〇
一
四
年
九
月
）。
以
下
、
そ
れ
と

の
重
複
を
で
き
る
だ
け
避
け
な
が
ら
、「
柳
文
『
説
』『
伝
』『
騒
』

『
弔
文
』
概
説
」（
以
下
「
柳
文
概
説
」
と
略
称
）
と
訳
注
篇
に
つ
い

て
主
に
取
り
上
げ
た
い
。

　

「
柳
文
概
説
」
は
「
説
」「
伝
」「
騒
」「
弔
」
の
四
ジ
ャ
ン
ル
に

つ
い
て
、『
文
心
雕
竜
』『
文
章
辨
体
』『
文
体
明
辨
』
な
ど
古
来
の

ジ
ャ
ン
ル
論
に
関
わ
る
古
典
的
批
評
や
、
褚
斌
傑
『
中
国
古
代
文
体

概
論
（
増
訂
本
）』（
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
ほ
か
近
年
の
研

究
も
参
照
し
な
が
ら
各
ジ
ャ
ン
ル
の
定
義
を
述
べ
、
さ
ら
に
柳
宗
元

の
作
品
に
も
言
及
し
て
柳
文
に
お
け
る
各
ジ
ャ
ン
ル
の
特
質
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
特
に
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
み
、
し
か
も

そ
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
品
を
選
ん
だ
書
物
で
あ
る
以
上
、
最
初
に
こ

う
し
た
総
説
が
書
か
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
唐
代
古
文
の
研
究
を

個
別
の
作
品
論
か
ら
ジ
ャ
ン
ル
論
へ
一
歩
進
め
る
上
で
き
わ
め
て
大

切
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

「
説
」
に
つ
い
て
は
「
論
」
と
同
様
に
是
非
を
明
ら
か
に
し
て
誤

り
を
正
す
文
だ
が
、
情
の
要
素
が
濃
厚
で
あ
り
、
よ
り
平
明
で
軽
妙

な
表
現
が
用
い
ら
れ
、
三
国
・
六
朝
以
来
、「
論
」
の
付
属
的
位
置

に
お
し
や
ら
れ
、
殆
ど
絶
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
、

韓
愈
と
柳
宗
元
の
二
人
が
復
活
・
独
立
さ
せ
た
と
す
る
。
ま
た
そ
れ

は
先
秦
諸
子
百
家
の
遊
説
の
士
が
用
い
た
「
説
」
の
再
発
見
に
よ
っ

て
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
ま
と
め
は
「
説
」
の
特
性
と
変
遷
を
よ
く
お
さ
え
て
い
る
が
、
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付
言
す
れ
ば
、「
論
」
と
比
較
し
て
の
議
論
は
す
で
に
褚
斌
傑
氏
の

前
掲
書
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
説
」
は
「
雑
文

や
雑
感
の
性
質
を
お
び
」「
感
慨
を
叙
す
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
」

（
同
書
の
編
訳
で
あ
る
福
井
佳
夫
訳
『
中
国
の
文
章
─
─
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
る

文
学
史
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
〇
頁
お
よ
び
一
三
二
頁
に
よ

る
）
と
あ
り
、
同
じ
議
論
文
で
も
そ
の
雑
文
的
性
格
か
ら
「
論
」
の

後
塵
を
拝
し
て
い
た
の
が
、
む
し
ろ
そ
れ
を
前
面
に
押
し
出
し
、
盛

ん
に
感
慨
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
て
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
独
り
立
ち
し

た
と
い
え
る
。

　

「
柳
文
概
説
」
で
は
柳
宗
元
の
「
説
」
を
「
柳
宗
元
の
価
値
観
の

表
白
」「
俗
世
お
よ
び
人
間
へ
の
批
判
」「
そ
の
他
」
の
三
類
に
分
け

る
が
、
こ
の
分
類
に
は
検
討
の
余
地
も
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
「
そ
の

他
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
「
説
車
贈
楊
誨
之
」
が
訓
戒
の
内
容
を
も

つ
の
は
最
初
か
ら
他
者
に
贈
る
目
的
で
書
か
れ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、

の
ち
の
蘇
軾
の
「
稼
説
」
な
ど
に
も
通
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
贈
序
」
に

も
近
い
。
他
者
に
贈
る
訓
戒
は
「
説
」
の
特
質
の
一
つ
で
、「
そ
の

他
」
と
し
て
お
く
わ
け
に
い
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
柳
宗
元
の
「
説
」
の
形
式
に
つ
い
て
問
答
体
・
会
話
体
に
拘

泥
し
な
い
と
す
る
が
、「
天
説
」「
福惜
説
」「
祀
朝
日
説
」
の
よ
う
な

考
証
・
解
説
の
文
に
ま
で
問
答
形
式
を
用
い
る
の
は
、
先
秦
諸
子
に

お
け
る
弁
論
の
「
説
」
を
意
識
し
た
結
果
と
考
え
る
。「
雑
説
」「
師

説
」
な
ど
現
存
す
る
韓
愈
の
「
説
」
が
す
べ
て
問
答
体
で
な
い
の
に

比
べ
て
、
先
秦
の
「
説
」
や
曹
植
「
髑
髏
説
」
に
も
見
ら
れ
る
伝
統

的
な
問
答
形
式
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

次
に
「
伝
」
は
、
明
・
徐
師
曽
の
『
文
体
明
辨
』
に
お
け
る
「
史

伝
」「
家
伝
」「
託
伝
」「
仮
伝
」
の
枠
組
み
に
よ
っ
て
分
類
が
試
み

ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、「
梓
人
伝
」「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」「
宋
清
伝
」

は
「
託
伝
」、「
童
区
寄
伝
」「
李
赤
伝
」
は
「
史
伝
」
に
近
い
「
伝
」、

「
蝜
蝂
伝
」
は
「
伝
」
の
原
則
を
揺
る
が
す
作
品
と
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
「
李
赤
伝
」「
蝜
蝂
伝
」
の
分
析
は
、
従
来
の
「
伝
」
に
対
し

て
柳
宗
元
が
い
か
に
新
し
い
特
色
を
出
し
て
い
る
か
が
具
体
的
に
論

じ
ら
れ
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

　

た
だ
「
托
伝
」
の
定
義
に
つ
い
て
『
文
体
明
辨
』
に
お
け
る

「
伝
」
の
序
説
「
細
人
有
り
て
法
る
べ
き
は
則
ち
皆
之
が
為
に
伝
を

作
り
て
以
て
其
の
事
を
伝
へ
、
そ
の
意
を
寓
す
」
を
根
拠
と
し
て
、

「
一
般
庶
民
の
範
と
し
得
る
言
行
を
著
し
て
、
そ
こ
に
作
者
の
意
を
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仮
託
す
る
」（
二
二
頁
）
と
す
る
の
は
正
確
で
な
い
よ
う
に
思
う
。
い

っ
た
い
、『
文
体
明
辨
』
は
明
初
・
呉
訥
の
『
文
章
辨
体
』
に
基
づ

き
修
訂
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、「
伝
」
の
序
説
に
つ

い
て
も
そ
れ
は
言
え
よ
う
。『
文
章
辨
体
』
の
「
伝
」
の
序
説
は
ま

ず
「
史
伝
」
に
つ
い
て
述
べ
た
あ
と
、「
そ
の
後
、
世
の
士
大
夫
、

或
い
は
忠
孝
才
徳
の
事
に
値あ

ひ
、
そ
の
湮
没
し
て
白あ
き

ら
か
な
ら
ざ
る

を
慮
り
、
或
い
は
事
跡
微
な
り
と
雖
も
卓
然
と
し
て
法
戒
と
為
す
べ

き
者
あ
り
、
因
り
て
為
に
立
伝
し
、
以
て
世
に
垂
る
。
此
れ
小
伝
、

家
伝
、
外
伝
の
例
な
り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
史
官
で
は
な
い
文
人
が

世
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
「
史
伝
」
と
は
別
に
書
い
た
「
伝
」

が
存
し
、
そ
れ
に
は
小
伝
・
家
伝
・
外
伝
が
あ
る
。『
文
体
明
辨
』

は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
是
れ
（
史
伝
）
に
嗣つ

い
で
山
川
里
巷
に

0

0

0

0

0

、
或0

い
は
隠
徳
有
り
て

0

0

0

0

0

0

0

彰あ
あ
ら

は
れ
ず

0

0

0

、
或
い
は
細
人
有
り
て
法
る
べ
き
は
則

ち
皆
之
が
為
に
伝
を
作
り
て
以
て
其
の
事
を
伝
へ
、
そ
の
意
を
寓
し

て
、
文
墨
に
馳
騁
す
る
者

0

0

0

0

0

0

0

0

間まま

ま
滑
稽
の
術
を

0

0

0

0

0

0

雑ま
ま
ぢ

ふ0

」（
傍
点
引
用
者
、

以
下
同
じ
）
と
言
う
か
ら
、
傍
点
部
分
も
含
め
て
「
史
伝
」
以
外
の

「
伝
」
全
体
を
定
義
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
「
家
伝
」「
托
伝
」「
仮

伝
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

　

ま
た
、「
伝
」
の
解
説
は
「
蝜
蝂
伝
」
訳
注
の
「
補
説
」（
二
二
二

～
二
二
三
頁
）
で
も
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
実
在
の
人
物
の
伝

記
と
架
空
の
人
物
の
伝
記
に
大
別
し
て
ま
た
別
の
観
点
か
ら
分
類
を

試
み
て
い
る
。
執
筆
者
に
よ
っ
て
枠
組
み
が
異
な
る
の
は
や
む
を
得

な
い
と
し
て
も
，
何
ら
か
の
言
及
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
「
文
学
」
と
い
う
語
で
あ
る
。「
李

赤
伝
」
に
関
し
て
、「
人
間
の
本
質
を
凝
視
す
る
『
文
学

0

0

』
と
し
て

成
立
し
得
た
」、「『
伝
』
に
、
豊
か
な
文
学

0

0

性
を
賦
与
し
た
」（
二
五

頁
）
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
代
的
な
意
味
で
の
「
文
学
」
で
あ
ろ
う
。

唐
宋
八
家
の
場
合
、「
表
現
に
つ
い
て
反
省
を
と
も
な
っ
た
言
語
」

（
清
水
茂
「
八
家
文
は
文
学
か
」『
新
訂
中
国
古
典
選
』
附
録
№
7
）
と
い

っ
た
文
学
の
定
義
も
あ
り
、
他
の
作
品
も
含
め
て
深
く
考
え
て
み
た

い
問
題
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
「
騒
」「
弔
」
が
『
楚
辞
』
の
形
式
と
の
共
通
点
に
注
意

し
つ
つ
、
一
々
の
作
品
に
即
し
て
か
な
り
詳
細
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
底
本
巻
十
八
で
「
騒
」
の
作
品
と
し
て
収
め
ら
れ
た
十

篇
は
、
竹
治
貞
夫
『
楚
辞
研
究
』
に
お
け
る
四
分
類
、
す
な
わ
ち
天

問
型
、
九
歌
型
、
橘
頌
型
、
離
騒
型
と
い
う
異
な
る
形
式
の
す
べ
て
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に
亘
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
巻
十
九
に
収
め

る
「
弔
」
三
篇
は
、
そ
の
起
源
と
さ
れ
る
賈
誼
「
弔
屈
原
文
」
の
よ

う
な
「
賦
」
の
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、「
騒
」
体
で
表
現
さ
れ
る
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
政
権
の
中
枢
か
ら
一
転
し
て
は
る

か
南
方
へ
左
遷
さ
れ
た
柳
宗
元
が
、
か
つ
て
自
身
と
同
様
の
運
命
を

辿
っ
た
屈
原
へ
の
深
い
共
感
を
も
と
に
、『
楚
辞
』
の
形
式
へ
の
接

近
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

永
州
左
遷
後
の
こ
と
と
し
て
『
旧
唐
書
』
柳
宗
元
伝
に
「
騒
人
の

鬱
悼
を
積
み
、
…
…
騒
文
十
数
篇
を
為つ

く

」
る
と
い
い
、『
新
唐
書
』

柳
宗
元
伝
で
も
同
様
に
「
其
の
堙
厄
感
鬱
、
一
に
諸こ

れ

を
文
に
寓
し
、

離
騒
に
倣
ふ
こ
と
数
十
篇
」
と
記
す
の
が
、「
注
解
」（
四
〇
六
頁
）

に
指
摘
す
る
よ
う
に
「
騒
」
体
の
文
を
指
す
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
ま

た
「
永
州
八
記
」
な
ど
と
は
別
に
当
時
の
柳
宗
元
自
身
の
思
い
を
述

べ
る
の
に
相
応
し
い
文
体
と
し
て
あ
え
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
陶
淵
明
が
彭
沢
県
令
を
辞
し
て
郷
里
に
戻
っ
た
心
境

を
「
帰
去
来
の
辞
」
と
い
う
『
楚
辞
』
の
ス
タ
イ
ル
で
書
い
た
の
に

似
る
と
い
え
よ
う
。

　

「
柳
文
概
説
」
で
は
「
騒
」
の
説
明
に
関
し
て
も
『
文
体
明
辨
』

を
援
用
し
、
同
書
の
「
文
」
の
序
説
に
「
楚
辞
に
倣
ふ
」
と
あ
る
の

が
「
騒
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
文
体
明
辨
』
で
は

「
文
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
「
騒
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
「
騒
」
と
い
う
時
に
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
成
立
さ
せ
た
『
文

選
』
で
は
「
離
騒
」「
九
歌
」
な
ど
『
楚
辞
』
に
含
ま
れ
た
作
品
を

指
す
が
、『
文
体
明
辨
』
に
な
る
と
そ
れ
ら
は
「
騒
」
で
は
な
く
、

「
楚
辞
」
と
称
さ
れ
る
。『
文
体
明
辨
』
で
は
「
～
文
」
の
よ
う
に

表
題
の
末
尾
に
「
文
」
が
つ
く
作
品
を
機
械
的
に
「
文
」
の
ジ
ャ
ン

ル
と
し
た
だ
け
で
、
そ
う
で
な
い
『
楚
辞
』
ふ
う
の
作
品
は
「
楚

辞
」
に
含
め
て
い
る
。

　

ま
と
め
る
と
、『
文
選
』
に
よ
っ
て
確
立
し
た
「
騒
」
の
ジ
ャ
ン

ル
は
『
楚
辞
』
所
収
の
作
品
を
指
し
た
が
、
柳
宗
元
の
集
で
は
『
楚

辞
』
に
倣
っ
た
一
連
の
柳
文
を
「
騒
」
と
称
し
た
。
但
し
そ
れ
ら
は

す
べ
て
「
～
文
」
と
い
う
表
題
を
も
つ
の
で
、
明
代
の
『
文
体
明

辨
』
で
は
「
文
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
入
れ
て
、
そ
の
他
の
『
楚
辞
』
ふ

う
の
作
品
は
『
楚
辞
』
と
と
も
に
「
楚
辞
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し

た
。
以
上
の
よ
う
に
時
代
順
に
整
理
す
る
と
、「
騒
」
の
呼
称
を
避

け
た
『
文
体
明
辨
』
の
分
類
を
援
用
す
る
と
か
え
っ
て
説
明
が
複
雑
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に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、「
弔
」
の
三
篇
に
関
し
て
は
『
文
体
明
辨
』
で
は
「
弔

文
」
に
分
類
し
、
三
篇
と
も
収
録
す
る
。「
弔
文0

」
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
名
は
梁
・
任
昉
の
『
文
章
縁
起
』
に
す
で
に
見
え
、『
文
選
』
に

も
ジ
ャ
ン
ル
を
立
て
る
。
た
だ
そ
の
筆
頭
に
載
せ
る
賈
誼
の
「
弔
屈

原
文
」
は
、『
文
体
明
辨
』
で
は
「
弔
屈
原
」
の
表
題
で
「
楚
辞
」

の
部
に
録
さ
れ
る
。
褚
斌
傑
氏
は
「
弔
文
」
は
「
じ
っ
さ
い
は
祭
文

の
一
種
で
あ
る
」（
福
井
佳
夫
訳
前
掲
書
二
二
三
頁
）
と
し
、
古
人
を
偲

ん
だ
文
章
だ
が
、「
柳
文
概
説
」
は
「
三
人
の
古
人
は
と
も
に
懐
才

不
遇
の
士
で
、
柳
宗
元
は
自
ら
の
思
い
を
重
ね
て
、
そ
の
死
を
追
悼

し
た
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
追
悼
文
で
あ
る
と
と
も
に
そ
こ
に
書
き

手
の
心
情
を
投
影
さ
せ
る
「
弔
文
」
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。

　

総
じ
て
「
柳
文
概
説
」
で
は
「
騒
」
と
「
弔
文
」
の
形
式
に
つ
い

て
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、「
騒
」
ジ
ャ
ン
ル
の
内
容
面
で

の
特
色
が
総
体
的
に
ど
う
で
あ
る
か
、「
弔
文
」
と
ど
う
異
な
る
の

か
は
、
は
っ
き
り
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。「
騒
」
に
関
し
て
は
作

品
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
個
々
の
訳
注
に
譲
っ
た
の
か
も

れ
な
い
が
、
全
作
品
を
見
通
し
た
解
説
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
柳
文
概
説
」
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
残
す
と

は
い
え
、
一
々
の
作
品
の
訳
注
を
踏
ま
え
て
執
筆
さ
れ
た
信
頼
で
き

る
論
述
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
四
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て

考
え
る
上
で
の
基
礎
と
な
る
研
究
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
本
書
の
中
核
と
も
い
え
る
訳
注
篇
に
移
ろ
う
。
訳
注
篇
は
ジ

ャ
ン
ル
ご
と
に
四
つ
に
大
別
さ
れ
、
各
作
品
の
訳
注
は
、「
要
旨
」

「
原
文
」「
書
き
下
し
」「
現
代
語
訳
」「
注
解
」「
補
説
」
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
「
要
旨
」
が
訳
注
の
最
初
に
置
か
れ
る
。
作
品

は
ご
く
短
い
も
の
を
除
け
ば
、
段
落
に
分
け
ら
れ
、「
原
文
」「
書
き

下
し
」「
現
代
語
訳
」「
注
解
」
は
段
落
ご
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
最
後
に
必
要
に
応
じ
て
「
補
説
」
が
付
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
、
気
づ
く
こ
と
は
作
品
の
解
題
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。「
要
旨
」
は
ほ
ぼ
内
容
の
要
約
の
み
で
あ
り
、
ま
た
「
補

説
」
の
内
容
は
後
述
す
る
よ
う
に
執
筆
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
作

品
に
よ
っ
て
は
な
い
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
、
作
品
全
体
の
位
置
づ

け
な
り
価
値
を
論
じ
た
解
題
に
相
当
す
る
記
述
は
、「
補
説
」
で
扱

わ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
欠
く
作
品
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
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構
成
上
気
に
な
っ
た
点
で
あ
っ
た
。

　

「
原
文
」
に
は
、
底
本
と
し
て
南
宋
蜀
刻
本
『
新
刊
増
広
百
家
詳

補
註
唐
柳
先
生
文
』、
い
わ
ゆ
る
百
家
注
本
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

現
存
す
る
柳
宗
元
集
の
中
で
も
比
較
的
早
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
諸

家
の
注
を
豊
富
に
含
み
、
か
つ
現
在
普
及
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
呉

文
治
等
校
点
『
柳
宗
元
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
）
も
や
は
り

こ
の
百
家
注
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
本
書
が
百
家
注
本
を
底
本
と

す
る
の
も
こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
で
の
こ
と
で
、
一
つ
の
見
識
で
あ

ろ
う
。

　

百
家
注
本
に
つ
い
て
気
に
な
る
の
は
、「
福惜
説
」
の
「
予0

曰
」（
予よ

曰い
は

く
）
を
「
子0

曰
」
に
作
り
（
一
〇
二
頁
）、「
宋
清
伝
」
の
「
咸0

誉

清
」（
咸み
な

清せ
い

を
誉ほ

む
）
を
「
或0

誉
清
」
に
作
り
（
一
六
七
頁
）、「
辨
伏

神
文
」
の
「
余0

病
痞
且
悸
」（
余よ

痞ひ

を
病や

み
て
且か

つ
悸む
ね
う

つ
）
を
「
餘0

病

痞
且
悸
」
に
作
り
（
三
〇
六
頁
）、「
哀
溺
文
」
の
「
故
与
彼
咸
諡
為

氓0

」（
故ゆ
ゑ

に
彼か
れ

と
咸み
な

諡
お
く
り
な

し
て
氓ば
う

と
為な

さ
ん
）
を
「
故
与
彼
咸
諡
為
泯0

」

に
作
る
（
三
三
三
頁
）
な
ど
、
百
家
注
本
の
み
が
他
の
諸
本
と
異
な

る
字
に
作
る
場
合
が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
文
に
関
し
て
は
必

ず
し
も
底
本
が
優
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

「
黙
測0

憎
憐
」（「
乞
巧
文
」
二
四
〇
頁
）
の
「
測
」、「
卒
施
怏0

於
剽

狡
兮
」（「
弔
萇
弘
文
」
三
六
五
頁
）
の
「
怏
」
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
底

本
が
「
則
」、「
快
」
に
作
る
の
を
改
め
る
。
こ
れ
ら
は
上
記
『
柳
宗

元
集
』
の
校
勘
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
福惜
説
」
の
「
夫
聖

人
之
為
」
に
至
っ
て
は
、
底
本
で
も
他
の
諸
本
で
も
「
夫
聖
人
之
為

心
也

0

0

」
に
作
っ
て
い
る
の
に
「
一
に
『
心
也
』
の
字
無
し
」
と
い
う

注
が
あ
る
の
を
理
由
に
こ
の
二
字
が
削
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
頁
）。

「
心
也
」
が
あ
っ
て
も
「
夫
れ
聖
人
の
心
を
為
す
や
」
と
訓
読
し
、

「
そ
も
そ
も
祭
祀
に
お
け
る
聖
人
の
意
図
に
は
」
な
ど
と
解
釈
し
て
、

文
脈
上
そ
れ
ほ
ど
違
和
感
は
な
い
。
底
本
を
百
家
注
本
と
し
た
以
上

は
簡
単
に
本
文
を
改
め
ず
に
、
で
き
る
だ
け
そ
の
原
文
に
従
う
の
が

本
来
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

「
原
文
」
に
続
い
て
は
、「
書
き
下
し
」
の
項
目
で
訓
読
が
示
さ

れ
る
。「
ま
え
が
き
」
に
よ
れ
ば
本
書
の
基
礎
と
な
っ
た
読
書
会
の

目
標
の
一
つ
が
「
漢
文
訓
読
法
」
の
正
し
い
習
得
に
お
か
れ
て
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
附
録
「
訓
読
一
般
お
よ
び
柳
文
の
訓
読
に
つ
い
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評

て
」
が
加
え
ら
れ
、
訓
読
に
関
わ
る
問
題
点
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
考
え
て
、
訳
注
の
中
で
も
特
に
意
を
用
い
た
部
分
だ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

従
来
、
柳
文
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
品
に
鵜
飼
石
斎
の
訓

点
が
施
さ
れ
た
和
刻
本
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
機
械
的
で
な
く
、
よ
く

文
意
に
よ
っ
て
字
訓
を
選
ん
で
い
る
」（
清
水
茂
『
唐
宋
八
家
文　

上
』
韓
愈
八
頁
）
と
も
評
さ
れ
、
汲
古
書
院
刊
の
影
印
本
（『
和
刻
本

漢
詩
集
成　

唐
詩　

第
五
・
六
輯
』）
が
刊
行
さ
れ
て
簡
単
に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
評
者
な
ど
は
こ
の
石
斎
点
を
頼
り
に
読
ん
で
き
た
。
た

だ
石
斎
の
訓
点
は
今
日
か
ら
す
れ
ば
文
意
の
通
じ
に
く
く
な
っ
た
古

い
訓
も
見
え
、
か
つ
解
釈
の
違
い
や
誤
刻
と
疑
わ
れ
る
部
分
も
あ
る
。

ま
た
そ
れ
以
後
に
訳
注
や
研
究
に
よ
り
新
た
な
解
釈
が
付
加
さ
れ
た

作
品
も
あ
る
。
本
書
で
は
そ
う
し
た
研
究
の
蓄
積
の
上
に
立
っ
て
、

最
新
の
解
釈
に
沿
っ
た
訓
読
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
と

り
わ
け
「
説
」
の
作
品
の
大
半
や
「
弔
」
で
『
楚
辞
後
語
』
に
も
採

ら
れ
な
か
っ
た
数
篇
は
、
石
斎
点
が
殆
ど
唯
一
の
訓
読
の
手
が
か
り

な
る
が
、
そ
れ
を
見
て
も
ど
う
読
ん
で
い
る
か
わ
か
ら
な
い
箇
所
が

あ
る
。
そ
こ
に
新
た
な
読
み
を
提
示
し
て
い
る
の
が
、
本
書
の
大
き

な
価
値
と
い
え
る
。

　

た
と
え
ば
「
天
説
」
の
末
尾
近
く
、「
子
而0

信
子
之
仁
義
以
遊
其

内
」
の
「
而
」
を
、
石
斎
点
は
「
而
も
」（
し
か
も
・
し
か
れ
ど
も
？
）

と
訓
ず
る
が
よ
く
読
め
な
い
。
し
か
し
本
書
の
よ
う
に
「
子し

而も

し
子し

の
仁じ
ん

義ぎ

を
信し
ん

じ
て
以も
っ

て
其そ

の
内う
ち

に
遊あ
そ

べ
ば
」
と
読
む
と
す
っ
き
り
す

る
（
六
七
頁
）。
ま
た
「
鶻
説
」
で
、
鶻
は
や
ぶ
さ

が
一
晩
自
分
の
足
を
温
め

る
た
め
に
捕
え
た
小
鳥
を
、
朝
に
な
っ
て
放
し
て
や
る
時
に
、
自
身

は
き
っ
と
小
鳥
と
反
対
向
き
に
飛
ぶ
様
子
を
、「
遠
而
違
之
」
と
記

す
。
そ
れ
を
石
斎
点
に
従
っ
て
そ
の
ま
ま
書
き
下
す
と
「
遠
て
違

ふ
」
だ
が
、
本
書
で
は
「
遠と

ほ

ざ
け
て
之こ
れ

を
違さ

る
」
と
明
快
で
あ
る

（
七
五
頁
）。
こ
の
類
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　

さ
ら
に
「
斬
曲
几
文
」
で
は
、
昔
は
ま
っ
す
ぐ
だ
っ
た
「
几
」

（
つ
く
え
・
脇
息
）
が
後
世
で
は
奇
怪
な
形
状
に
曲
が
っ
て
し
ま
っ

た
さ
ま
を
、「
欹
形
詭
状
、
曲
程
詐
力
」
と
記
す
。
石
斎
点
で
は

「
欹
形
」「
詭
状
」「
曲
程
」「
詐
力
」
を
す
べ
て
二
字
の
熟
語
の
よ

う
に
読
む
。
本
書
で
は
文
の
構
造
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
ず
に
、「
欹き

は
詭き

状じ
や
う

を
形あ
ら

は
し
、
曲き
よ
く

は
詐さ

力り
よ
く

を
程し
め

す
」
と
訓
読
し
て
、「
曲
が

っ
た
木
は
、
ね
じ
れ
た
奇
怪
な
形
を
し
て
お
り
、
誤
っ
た
力
が
加
え
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ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
」
と
解
す
る
（
二
六
五
頁
）。
難
解
な
箇
所
だ

が
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
読
み
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
機
械
的
で

な
い
、
語
の
意
味
が
反
映
さ
れ
た
訓
読
に
よ
っ
て
、
解
釈
に
至
っ
た

道
筋
を
示
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

単
語
レ
ベ
ル
で
見
る
と
概
ね
伝
統
的
な
訓
を
当
て
て
い
る
が
、
よ

り
解
釈
に
近
づ
け
た
訓
読
を
試
み
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。

「
毒
」（
毒ど
く

と
す
）
を
「
若な
ん
ぢ

之こ
れ

を
毒に
く

む
か
」（「
捕
蛇
者
説
」
九
一
頁
）、

「
爪
」（
爪つ
め

す
）
を
「
其そ

の
膚は
だ
へ

に
爪つ
め

た
て
て
」（「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」
一

七
八
頁
）
と
訓
ず
る
の
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

一
方
で
「
斯そ

れ
固も
と

よ
り
世よ

の
得え

難が
た

き
所と
こ
ろ

な
り
」（「
鶻
説
」
七
五

頁
）
は
「
斯こ

れ
」、「
則す
な
は

ち
吾わ

が
斯か

の
役え
き

の
不ふ

幸か
う

は
」（「
捕
蛇
者
説
」

九
二
頁
）
は
「
斯こ

の
」、「
而し
か

る
も
郷き
や
う

隣り
ん

の
生せ
い

」（
同
九
三
頁
）
は
「
而し
か

れ
ど
も

0

0

0

」
ま
た
は
「
而し
か

る
に

0

0

」、「
故ゆ
ゑ

に
之こ
れ

の0

説せ
つ

を
為つ
く

り
」（
同
九
六

頁
）
は
「
之こ
れ

が0

」、「
其そ

の
方は
う

を
輔た
す

く
れ
ば
、
輙す
な
は

ち
讎う

れ0

易や
す

し
」

（「
宋
清
伝
」
一
六
八
頁
）
は
「
讎
り0

易
し
」、「
能よ

く
木き

の
天て
ん

に
順し
た
が

ひ
、

以も
つ

て
其そ

の
性せ
い

を
致い
た

さ
し
む
る

0

0

0

0

の
み
」（「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」
一
七
七
頁
）

は
「
致
す0

の
み
」
の
方
が
、
評
者
に
は
し
っ
く
り
す
る
。

　

ま
た
、「
現
代
語
訳
」
と
対
応
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
訓
読
も

あ
る
。「
こ
れ
こ
そ
ま
こ
と
に

0

0

0

0

こ
の
世
で
は
得
が
た
い
も
の
で
あ

る
」（
斯
固0

世
之
所
難
得
也
）
と
訳
し
な
が
ら
、
傍
点
部
の
訓
読
は

「
固ま

こ
と

に
」
で
は
な
く
「
固も
と

よ
り
」（「
鶻
説
」
七
五
頁
）
と
な
っ
て
い

る
。「
い
や
は
や
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
」（
不
亦
善
夫
）
の
訳
に
対
し

て
、「
亦ま

た
善よ

か
ら
ざ
る
か
な

0

0

0

0

」（「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」
一
八
一
頁
）
と

訓
読
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
は
石
斎
点
に
従
っ
て
「
亦
た
善
か
ら
ず

や
」
と
読
ま
な
け
れ
ば
反
語
と
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
文
意
が
逆
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

訓
読
は
一
種
の
翻
訳
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
の
自
由
な
読
み
は

許
容
さ
れ
る
。
反
面
、
あ
く
ま
で
も
文
語
で
読
み
下
す
以
上
、
そ
の

語
彙
や
文
法
に
制
約
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
し
、
漢
文
訓
読
法
の

習
得
と
い
う
本
書
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
、
伝
統
的
、
慣
用
的
な
読
み

が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
で
き
る
だ
け
従
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　

「
現
代
語
訳
」
に
関
し
て
は
、
過
度
な
意
訳
や
表
現
に
凝
る
こ
と

を
避
け
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
即
し
、
平
明
な
日
本
語
で
書
か
れ
て

い
る
。
解
釈
に
も
関
わ
る
訳
し
方
の
問
題
に
つ
い
て
は
下
定
雅
弘
氏

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
下
定
雅
弘
の
中
国
文
学
の
回
廊
」
で
公
開
し
て
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評

い
る
が
、
評
者
も
二
、
三
考
え
た
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

「
乗
桴
説
」
は
『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
「
子
曰
、
道
不
行
、
乗
桴

浮
于
海
、
従
我
者
其
由
歟
。
…
…
」
の
章
を
め
ぐ
る
解
説
で
あ
る
。

柳
宗
元
は
こ
の
章
に
見
え
る
「
海
」「
桴
」「
材
」
な
ど
の
語
が
喩
え

る
も
の
を
解
き
明
か
し
た
の
ち
に
、
孔
子
は
顔
淵
を
理
想
に
近
い
と

考
え
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
子
路
の
名
を
こ
こ
で
あ
え
て
出
し
て
い

る
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
部
分
「
而
曰
其
由
也
歟
者
、
当
是
歎

也
回
死
矣
夫
」
を
、「
現
代
語
訳
」
で
は
「『
つ
い
て
い
く
の
は
由
だ

ろ
う
な
あ
』
と
言
っ
た
の
は
、
孔
子
は
顔
回
が
早
世
し
た
こ
と
を
嘆

い
た
の
に
違
い
な
か
ろ
う
」
と
し
て
い
る
（
一
一
二
頁
）。

　

こ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
を
含
む
。
一
つ
は
「
而
曰
其
由
也
歟

0

0

0

0

者
」

は
公
冶
長
篇
の
「
従
我
者
其
由
歟

0

0

0

」
を
指
す
よ
う
に
見
え
て
、

「
也
」
の
字
の
有
無
も
一
方
で
気
に
な
る
。『
論
語
』
で
は
、
子
罕

篇
に
「
衣
敝
縕
袍
、
与
衣
狐
貉
者
立
而
不
恥
者
、
其
由
也
歟

0

0

0

0

」（
敝や
ぶ

れ
た
る
縕
袍
を
衣き

、
狐
貉
を
衣き

た
る
者
と
立
ち
て
恥
ぢ
ざ
る
者
は
、
其
れ
由

な
る
か
）、
顔
淵
篇
に
「
片
言
可
以
折
獄
者
、
其
由
也
歟

0

0

0

0

」（
片
言
以

て
獄
を
折さ
だ

む
べ
き
者
は
、
其
れ
由
な
る
か
）
と
別
な
文
脈
で
子
路
を
評

し
た
箇
所
も
あ
り
、
そ
れ
ら
も
併
せ
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
「
当
是
歎
也
回
死
矣
夫
」
の
読
み
だ
が
、「
当ま

さ

に
是こ

れ
回く
わ
い

の
死し

せ
る
を
歎な
げ

く
べ
き
か
な
」
と
訓
読
し
て
、「
現
代
語
訳
」

は
「
顔
回
が
早
世
し
た
こ
と
を
嘆
い
た
の
に
違
い
な
か
ろ
う
」
と
解

釈
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、「
也
」
を
ど
う
読
ん
だ
か
不
明
で
あ
り
、

ま
た
前
後
の
文
脈
の
繫
が
り
が
す
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ

れ
を
仮
に
石
斎
点
に
従
っ
て
「
是
の
嘆
き
に
当あ

た

り
て
回
死
せ
れ
ば

か
」
と
訓
読
し
、「
こ
の
感
嘆
を
発
し
た
時
に
顔
回
が
す
で
に
死
ん

で
い
た
か
ら
か
」
と
解
し
て
も
、
顔
回
亡
き
ゆ
え
に
顔
回
ほ
ど
完
全

で
は
な
い
が
子
路
の
名
を
挙
げ
た
と
い
う
説
明
で
文
意
が
通
る
と
考

え
る
。
な
お
こ
の
場
合
「
也
」
は
語
気
を
停
頓
さ
せ
て
下
文
を
引
き

出
す
助
字
で
、「
斯
の
歎
き
に
当
た
り
て
や0

回
死
せ
れ
ば
か
」
と
訓

読
し
て
も
よ
い
。

　

次
に
「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」
の
末
尾
に
、「
問
者
嘻
曰
、
不
亦
善
夫
。

吾
問
養
樹
、
得
養
人
術
。
伝
其
事
以
為
官
戒
」
と
あ
る
。「
問
者
」

は
「
注
解
」（
一
七
九
頁
）
で
触
れ
る
よ
う
に
「
柳
宗
元
本
人
の
投

影
」
で
あ
ろ
う
。
植
木
職
人
の
言
葉
を
受
け
て
、
作
者
柳
宗
元
が
感

慨
を
述
べ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
書
の
「
現
代
語
訳
」
で
は

「
尋
ね
た
者
は
喜
ん
で
言
っ
た
。『
い
や
は
や
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
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私
は
樹
木
の
育
て
方
を
た
ず
ね
て
、
人
を
育
成
す
る
方
法
を
知
っ

た
。』
そ
こ
で
こ
の
こ
と
を
伝
え
て
役
人
の
戒
め
と
し
た
」
と
す
る

（
一
八
一
頁
）。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
「
問
者
」（
尋
ね
た
者
）

の
語
を
「
得
養
人
術
」
ま
で
と
し
、「
伝
其
事
以
為
官
戒
」
を
地
の

文
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
よ
う
に
解
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
石
斎
点
を
は
じ
め
、
現
代
の
呉
文
治
等
校
点
『
柳
宗
元
集
』
に

い
た
る
ま
で
、「
伝
其
事
以
為
官
戒
」
も
「
問
者
」
の
言
葉
と
す
る

方
が
優
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
石
斎
点
で
「
其
の
事
を
伝つ

た
へ

て
以も
つ
て

官
の

戒
と
為せ

ん
」
と
訓
読
す
る
よ
う
に
柳
宗
元
の
決
意
を
示
す
語
で
あ
っ

て
、
当
時
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
実
際
に
役
人
に
伝
え
て
戒
め
と

し
た
と
は
考
え
に
く
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
「
斬
曲
几
文
」
の
「
度
焉
以
几
」
を
「
現
代
語
訳
」
で
は

「
こ
れ
を
量
る
時
に
は
、
つ
く
え
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
も
の
を
量

る
時
に
は
つ
く
え
の
上
で
量
る
」（
二
六
四
頁
）
と
し
、「
注
解
」
は

『
周
礼
』
冬
官
・
考
工
記
の
「
室
中　

度
す
る
に
几
を
以
て
し
、

…
…
」
を
引
用
す
る
。
こ
れ
は
底
本
の
孫
汝
聴
の
注
に
も
見
え
る
も

の
だ
が
、
孫
汝
聴
が
そ
れ
に
続
い
て
「
几
、
三
尺
也
」
と
注
す
る
の

を
な
ぜ
引
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
周
礼
』
鄭
玄
注
に
「
各お

の

お
の
物
の
宜
し
き
に
因
り
て
之こ
れ

が
数
を
為
す
」
と
あ
る
の
も
考
え
合

わ
せ
る
と
、「
几
」
は
そ
の
上
に
物
を
置
く
の
で
は
な
く
、
量
る
時

の
長
さ
の
基
準
と
し
て
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

以
上
、
些
末
な
例
ば
か
り
で
恐
縮
だ
が
、「
現
代
語
訳
」
は
ま
だ

検
討
の
余
地
を
残
す
部
分
も
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
本
書
の
価
値
が

そ
れ
に
よ
っ
て
減
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
古
文
」
で
書
か
れ
た

「
説
」
や
「
伝
」
も
す
べ
て
が
達
意
で
読
み
や
す
い
文
章
と
は
限
ら

ず
、「
騒
」「
弔
」
な
ど
に
至
っ
て
は
、
永
州
左
遷
後
の
屈
折
し
た
心

情
が
騈
文
の
に
お
い
の
強
い
韻
文
で
表
現
さ
れ
て
い
て
、
難
解
で
あ

る
。
そ
う
し
た
作
品
も
含
め
、
四
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
ほ
ぼ
す
べ
て
に

一
応
の
通
釈
を
与
え
、
研
究
の
足
場
を
築
い
た
意
味
は
け
っ
し
て
小

さ
く
は
な
い
。

　

そ
し
て
「
注
解
」
は
、『
柳
宗
元
古
文
注
釈

0

0

』
の
書
名
に
相
応
し

く
、
最
も
読
み
ご
た
え
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。
重
要
語
句
の
解
説
と

校
異
が
主
な
内
容
だ
が
、
先
行
す
る
用
例
を
で
き
る
だ
け
挙
げ
よ
う

と
努
力
す
る
の
が
ま
ず
そ
の
特
徴
で
あ
る
。
旧
注
で
す
で
に
指
摘
し

て
あ
る
も
の
は
も
と
よ
り
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
に
も
的
確
な
用
例
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を
示
す
。
た
と
え
ば
「
天
説
」
の
「
敗
逆
」
の
語
に
つ
い
て
「
血
液

や
気
が
流
れ
に
従
わ
ず
、
逆
行
す
る
こ
と
」
と
注
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
史
記
』
扁
鵲
倉
公
列
伝
よ
り
「
敗
逆
す
る
者
は
治
す
べ
か
ら
ず
」

を
引
く
（
五
九
頁
）
の
は
こ
の
部
分
の
例
と
し
て
相
応
し
い
し
、「
復

呉
子
松
説
」
の
「
呼
召
竅
穴
」
で
は
「『
竅
穴
』
は
あ
な
」
と
し
た

上
で
、『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
「
夫
れ
大た

い

塊く
わ
い

の
噫あ
い

気き

は
其
の
名
を
風

と
為
す
。
是
れ
唯た

だ
作お
こ

る
こ
と
無
き
の
み
、
作お
こ

れ
ば
則
ち
万ば
ん

竅け
う

怒ど

呺が
う

す
」
を
引
用
し
て
、
柳
宗
元
の
脳
裏
に
あ
っ
た
意
識
に
迫
ろ
う
と
す

る
（
一
四
五
頁
）。
し
た
が
っ
て
用
例
の
見
つ
か
ら
な
い
語
に
対
し
て

も
、
四
庫
全
書
の
検
索
を
も
と
に
「
柳
宗
元
が
初
出
」「
柳
宗
元
以

前
に
は
用
例
が
見
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
注
記
が
な
さ
れ
、
柳
宗
元

が
初
め
て
用
い
る
語
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
柳
宗
元
作
品
の
別
な
箇
所
に
用
例
が
あ
る
場
合
も
そ
の
都

度
指
摘
さ
れ
、
万
全
を
期
し
て
い
る
。「
愬
螭
文
」
は
人
間
に
害
を

与
え
る
螭み

ず
ち

を
訴
え
る
文
だ
が
、
そ
の
螭
が
「
よ
だ
れ
を
た
ら
し
て

深
い
淵
を
泳
ぎ
ま
わ
」
る
こ
と
を
述
べ
た
「
涎
泳
重
淵
」
の
「
注

解
」（
三
二
二
頁
）
で
は
、「
螭
」
と
同
類
の
「
蛟
」
も
視
野
に
入
れ

て
、
柳
詩
「
嶺
南
江
行
」
の
用
例
「
潭た

ん

心し
ん

日
暖
か
に
し
て
蛟か
う

涎ぜ
ん

を

長ち
や
う

ず
」
に
行
き
当
た
り
、
同
部
分
に
見
え
る
孫
汝
聴
の
注
か
ら
よ

だ
れ
を
吐
い
て
人
間
を
動
け
な
く
し
て
長
江
に
沈
め
る
蛟
の
特
性
を

引
き
出
す
。
こ
こ
か
ら
「
螭
」
も
同
様
だ
っ
た
と
し
、
解
釈
を
確
定

さ
せ
て
い
る
。

　

文
法
的
な
説
明
も
や
は
り
用
例
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。「
復
呉
子

松
説
」
で
は
、
正
常
な
人
事
が
な
か
な
か
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
「
逾

千
百
年
、
乃
一
二
人
幸
不
出
於
此
者
」（
千せ
ん

百ひ
や
く

年ね
ん

を
逾こ

え
て
、
乃す
な
は

ち

一い
ち

二に

人に
ん

幸さ
い
は

ひ
に
し
て
此こ

れ
よ
り
出い

で
ざ
る
者も
の

あ
ら
ん
）
と
述
べ
る
が
、

そ
の
部
分
の
「
注
解
」（
一
四
七
～
一
四
八
頁
）
で
は
、「
出
於
此
」
が

「
前
述
の
事
物
（
此
）
か
ら
生
じ
出
た
こ
と
を
言
う
」
こ
と
を
、

『
文
献
通
考
』
に
引
く
南
宋
の
文
献
か
ら
確
認
し
た
上
で
、「
此
」

が
直
前
の
文
「
猶
反
戻
若
此
」
の
「
此
」
と
同
じ
で
あ
る
と
し
て
、

「
人
の
道
に
も
と
る
人
事
を
経
ず
に
採
用
さ
れ
た
者
」
と
解
す
る
。

手
続
き
の
面
で
は
慎
重
、
周
到
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
冗
長
で
く
ど

い
印
象
も
受
け
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
解
釈
に
至
る
過
程
を
す
べ
て

「
注
解
」
に
明
示
す
る
点
が
本
書
の
特
色
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、「
蝜
蝂
伝
」
の
「
其
背
甚
渋
、
物
積
因
不
散
」（
其そ

の
背せ

甚は
な
は

だ
渋じ
ふ

に
し
て
、
物も
の

積つ

み
て
散さ
ん

ぜ
ざ
る
に
因よ

り
て
）
に
関
し
て
、「
渋
」
の
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「
注
解
」（
二
一
八
～
二
一
九
頁
）
で
せ
っ
か
く
用
例
を
も
と
に
、
表

面
が
で
こ
ぼ
こ
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
る
と
い
う
意
味
を
導
き
な
が
ら
、

「
ゆ
が
む
」
と
解
釈
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、「
現

代
語
訳
」
も
「
背
中
は
ゆ
が
み
、
物
が
積
み
あ
が
っ
て
も
捨
て
な
い

の
で
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
石
斎
点
の
方
向
で
「
其
の
背
甚
だ

渋し
ぶ

れ
り
。
物
積
み
て
因
り
て
散
ぜ
ず
」
と
訓
読
し
、「
背
中
は
ざ
ら

ざ
ら
し
て
い
る
。
物
が
積
み
あ
が
っ
て
も
そ
の
お
か
げ
で
散
ら
ば
り

落
ち
な
い
」
と
解
せ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
徹
底
し
て
用
例
に
こ
だ
わ
り
、
そ
こ
か
ら

解
釈
を
導
き
出
す
姿
勢
が
本
書
に
は
貫
か
れ
て
い
る
が
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
駆
使
し
て
も
真
に
そ
の
語
の
意
味
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
典

拠
を
引
き
出
す
の
は
案
外
難
し
い
。
そ
の
意
味
で
引
く
べ
き
用
例
と

し
て
気
づ
い
た
点
も
少
し
補
っ
て
お
き
た
い
。

　

「
宋
清
伝
」
に
「
歳
終
、
度
不
能
報
、
輙
焚
券
、
終
不
復
言
」

（
歳と
し

終を

は
り
て
、
報む
く

ゆ
る
能あ
た

は
ざ
る
を
度は
か

れ
ば
、
輙す
な
は

ち
券け
ん

を
焚や

き
、
終つ
ひ

に

復ま

た
言い

は
ず
）
と
あ
り
、
薬
売
り
の
宋
清
が
貧
し
い
者
に
も
掛
け
で

薬
を
売
っ
て
や
り
、
年
末
に
な
っ
て
払
え
な
い
と
わ
か
る
と
、
彼
ら

の
証
文
を
焼
い
て
借
金
が
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
場
面
が
出
て
く
る

（
一
六
七
頁
）。
こ
の
部
分
は
孟
嘗
君
の
食
客
馮
驩
が
貧
乏
な
者
の
証

文
を
焼
い
て
、
主
君
で
あ
る
孟
嘗
君
の
名
声
を
高
め
た
故
事
（『
史

記
』
孟
嘗
君
列
伝
な
ど
）
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
よ
う
。

　

「
辨
伏
神
文
」
に
伏
神
（
茯ぶ
く

苓り
ょ
う

）
の
効
用
を
述
べ
て
心
身
を
調
和

し
、
安
寧
に
し
て
「
君
子
食
之
兮
、
其
楽
揚
揚
」（
君く
ん

子し

之こ
れ

を
食く
ら

へ
ば
、

其そ

の
楽た
の

し
き
こ
と
揚や
う

揚や
う

た
り
）
と
す
る
（
三
〇
八
頁
）。
こ
れ
は
『
左

伝
』
昭
公
二
十
年
に
、
心
が
和
す
る
さ
ま
を
羹
を
作
る
こ
と
に
喩
え

て
「
君
子
之
を
食く

ら

へ
ば
、
以
て
其
の
心
を
平
ら
か
に
す
」
と
晏
子
が

言
っ
た
の
が
響
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
招
海
賈
文
」
は
危
険
を
冒
し
て
利
を
求
め
、
海
に
出
か
け
る
商

人
に
帰
っ
て
く
る
よ
う
呼
び
か
け
る
文
章
で
あ
る
。
そ
の
終
り
近
く

に
「
君
不
返
兮
、
諡
為
愚
」（
君き
み

は
返か
へ

ら
ず
、
諡
お
く
り
な

し
て
愚ぐ

と
為な

さ
ん
）

と
あ
る
（
三
五
四
頁
）。「
現
代
語
訳
」
に
は
「
君
は
帰
っ
て
来
な
い
、

『
愚
』
と
贈
り
名
し
よ
う
で
は
な
い
か
」
と
訳
す
が
、
こ
れ
だ
け
で

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
司
馬
相
如
「
喩
巴
蜀
檄
」（『
漢
書
』
司

馬
相
如
伝
ほ
か
）
の
「
身
死
し
て
名
無
く
、
諡
し
て
至
愚
と
為
す
」

を
念
頭
に
置
け
ば
、
商
人
の
悲
惨
な
死
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
で
き

る
。
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以
上
の
部
分
は
い
ず
れ
も
「
注
解
」
を
欠
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
用
例
は
引
い
て
お
い
て
も
よ
い
よ
う
に
思
う
。
こ
う
し
た
用
例
の

指
摘
は
底
本
の
百
家
注
本
に
は
な
く
、
世
綵
堂
本
の
注
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記
す
る
。

　

な
お
、
作
品
に
よ
っ
て
「
注
解
」
の
繁
簡
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と

は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
く
の
語
に
非
常
に
詳
し

く
注
が
つ
い
て
お
り
、
い
さ
さ
か
過
剰
で
煩
わ
し
い
と
思
え
る
ほ
ど

の
も
の
も
あ
れ
ば
、
全
体
に
注
の
数
が
少
な
く
、
あ
っ
さ
り
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
執
筆
者
の
違
い
に
よ
る
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

全
体
で
統
一
を
図
っ
て
も
よ
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

「
補
説
」
の
内
容
は
執
筆
者
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
一
定
し
て
い

な
い
。
上
述
し
た
と
お
り
「
蝜
蝂
伝
」
の
「
補
説
」
で
は
「
伝
」
ジ

ャ
ン
ル
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
し
、
一
方
、「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」

の
ご
と
く
唐
代
に
お
け
る
果
樹
園
・
庭
園
・
植
木
職
人
と
い
っ
た
作

品
を
と
り
ま
く
状
況
を
論
じ
た
も
の
や
、「
愬
螭
文
」
の
よ
う
に
も

っ
ぱ
ら
形
式
の
面
か
ら
「
騒
」
体
と
し
て
の
特
異
性
を
述
べ
た
も
の

も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
者
の
観
点
か
ら
作
品
理
解
に
必
要
な
論
述

が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
特
に
「
説
車
贈
楊
誨
之
」
や
「
辨

伏
神
伝
」「
弔
萇
弘
文
」
な
ど
で
関
連
す
る
柳
宗
元
作
品
に
言
及
し

て
、
背
景
や
主
題
を
掘
り
下
げ
た
り
、「
憎
王
孫
文
」
で
内
外
の
近

年
の
論
著
を
援
用
し
な
が
ら
、
同
類
の
作
品
の
系
譜
を
論
じ
た
り
し

て
い
る
の
が
目
を
引
い
た
。
こ
れ
は
「
補
説
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ

と
だ
が
、
本
書
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
最
新
の
研
究
を
ふ
ん
だ
ん

に
取
り
入
れ
、
解
釈
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

他
方
で
旧
来
の
注
や
評
論
に
も
着
目
す
べ
き
も
の
は
あ
り
、
一
例

を
挙
げ
れ
ば
「
乞
巧
文
」
に
関
し
て
は
、
宋
・
洪
邁
『
容
斎
続
筆
』

巻
一
五
に
、
韓
愈
の
「
送
窮
文
」
と
共
に
揚
雄
の
「
逐
貧
賦
」
を
模

擬
し
た
も
の
と
論
じ
る
。
こ
う
し
た
作
品
相
互
の
影
響
関
係
や
位
置

づ
け
に
つ
い
て
は
、
本
書
で
は
必
ず
し
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
近
人
章
士
釗
の
『
柳
文
指
要
』
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
柳
宗

元
を
と
り
ま
く
状
況
と
一
々
の
作
品
と
の
関
係
を
論
じ
た
最
も
詳
細

な
研
究
で
あ
る
。
本
書
中
で
も
処
処
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

検
討
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
、
評
者
の
力
不
足
に
よ
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
気
づ
い
た
点
を
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羅
列
し
た
だ
け
に
な
っ
た
が
、
訳
注
篇
は
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
今

後
の
柳
宗
元
研
究
に
十
分
資
す
る
水
準
を
も
ち
、
こ
れ
を
文
学
研
究

と
し
て
一
歩
進
め
る
た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
豊
富
な
材
料
を
提

供
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

附
録
に
つ
い
て
は
も
は
や
多
く
を
触
れ
え
な
い
が
、「
関
係
資
料

注
釈
」
に
柳
宗
元
の
伝
記
資
料
と
し
て
、
両
『
唐
書
』
の
「
柳
宗
元

伝
」、
劉
禹
錫
「
祭
柳
員
外
文
」
の
訳
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
は
韓
愈
の
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
（
小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
─
─
そ
の
伝
記
』、
下
定
雅
弘
編
訳

『
柳
宗
元
詩
選
』
な
ど
）
が
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
活
用
さ
れ
よ

う
。

　

「
柳
宗
元
の
版
本
に
つ
い
て
」
は
明
代
ま
で
の
柳
宗
元
の
版
本
の

流
れ
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
労
作

で
あ
る
。

　

ま
た
訓
読
の
際
に
問
題
と
な
っ
た
論
点
の
い
く
つ
か
は
「
訓
読
一

般
お
よ
び
柳
文
の
訓
読
に
つ
い
て
」
に
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。
そ
れ

は
「
Ａ　

訓
読
一
般
に
関
す
る
問
題
」
と
「
Ｂ　

柳
文
に
関
す
る
問

題
」
に
分
け
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
後
者
は
読
書
会
に
お
け
る

議
論
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。

　

「
柳
宗
元
年
譜
」
は
見
開
き
二
頁
の
簡
略
な
も
の
だ
が
、
本
書
に

収
め
る
作
品
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
も
併
せ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
成

立
年
代
は
各
担
当
者
の
調
査
に
よ
る
と
だ
け
あ
る
が
、
ふ
つ
う
永
州

時
代
の
作
と
さ
れ
る
「
捕
蛇
者
説
」
が
「
成
立
年
代
不
明
」
と
な
っ

て
い
る
な
ど
、
少
な
く
と
も
通
説
と
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
説
明

が
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
書
は
最
初
か
ら
柳
宗
元
散
文
の
研
究
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な

く
、「
は
じ
め
に
」
に
よ
れ
ば
、
編
者
の
周
囲
で
「
中
国
の
古
典
の

文
章
を
き
ち
ん
と
読
み
た
い
」
と
い
う
声
が
お
こ
り
、
中
国
古
典
文

学
専
攻
者
に
と
っ
て
「
共
通
の
関
心
事
を
引
き
出
し
得
る
」
人
物
と

し
て
選
ば
れ
た
の
が
柳
宗
元
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
九
年
間
に
わ

た
る
計
八
十
回
の
読
書
会
を
経
て
、
最
終
的
に
は
編
者
を
含
め
十
七

名
の
研
究
者
に
よ
り
共
同
で
書
か
れ
た
。
執
筆
者
の
専
門
は
唐
代
文

学
に
限
ら
れ
ず
、
時
代
・
ジ
ャ
ン
ル
と
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
近
代

や
日
本
文
学
に
も
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
厳
密
な
意
味
で
は
非
専
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書　
　
　

評

門
家
も
含
み
な
が
ら
、「
参
加
者
の
衆
知
を
結
集
し
て
可
能
な
限
り

精
密
・
精
覈
に
読
む
」
こ
と
と
「
漢
文
訓
読
の
学
習
」
を
目
標
と
し
、

そ
の
対
象
と
し
て
柳
宗
元
が
読
ま
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
る
と
、
本
書
を
純
粋
な
柳
宗
元

研
究
書
と
の
み
評
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
柳
宗
元
と

い
う
魅
力
あ
る
困
難
な
対
象
に
向
っ
て
、
そ
の
読
解
に
挑
ん
だ
苦
闘

の
記
録
で
も
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
私
た
ち
は
む
し
ろ
読
解
の
結

果
で
は
な
く
、
そ
の
過
程
を
読
み
取
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
て
い

ね
い
に
す
べ
て
に
ル
ビ
を
施
し
た
訓
読
や
、
饒
舌
と
も
い
え
る
「
注

解
」
の
説
明
が
、
本
書
の
持
つ
そ
う
し
た
性
格
の
一
端
を
示
唆
し
て

い
る
よ
う
に
思
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

携
帯
端
末
の
登
場
に
よ
っ
て
知
的
生
活
の
様
相
が
激
変
し
、
一
般
の

人
々
に
と
っ
て
旧
来
の
意
味
で
の
読
書
が
日
常
的
な
行
為
で
は
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
今
、
古
典
の
読
解
力
や
漢
文
訓
読
の
伝
統
を
保
持
す

る
こ
と
は
、
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
同
様
の
状

況
は
学
生
や
専
門
の
中
国
古
典
研
究
者
に
も
及
ん
で
き
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
柳
宗
元
の
「
古
文
」
と
い
う
中
国
古

典
中
の
精
髄
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
を
地
道
に
漢
文
訓
読
法
に
よ
っ

て
読
み
解
き
、
伝
え
よ
う
と
し
た
本
書
の
試
み
は
貴
重
な
意
義
を
も

つ
と
い
え
よ
う
。

（
新
典
社
注
釈
叢
書
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
本
文
四
八
八
頁
、

索
引
二
〇
頁
）




